
4 5ＳＯＭＰＯホールディングス ＳＯＭＰＯホールディングス統合レポート 2023 統合レポート 2023

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社
グループCEO 取締役 代表執行役会長

ＳＯＭＰＯならではの
パーパス経営により、
「なくてはならない」存在へ

グループCEOメッセージ

ＳＯＭＰＯのパーパス経営
ＳＯＭＰＯらしいパーパス経営

ＳＯＭＰＯは、「“安心・安全・健康のテーマパーク”により、
あらゆる人が自分らしい人生を健康で豊かに楽しむことの
できる社会を実現する」ことをパーパスとしています。これは 

ＳＯＭＰＯが向き合うべき社会課題は何か、ＳＯＭＰＯが社会
に提供する価値は何かを定めたものであり、「安心・安全・健
康にくらしたい」という人々の根源的な想いや価値観にアプ
ローチしたものです。そしてＳＯＭＰＯグループの多様な事
業、多様な社員に共通の目標やミッションなど進むべき方向
を示したものです。
そして今、ＳＯＭＰＯは、このパーパスを経営の軸に据え、 

ＳＯＭＰＯらしい「パーパス経営」に挑戦しています。ＳＯＭＰＯ 

らしさとは、事業のダイバーシティとパーパス・マネジメン
トです。つまり、保険、介護、デジタルといった多様な事業が
「テーマパーク」という1つの戦略のもと、事業の垣根を超え
て連動・連携しＳＯＭＰＯのパーパス実現を目指す。さらに、
その取組みは多様なバックグラウンドを持つ社員一人ひとり
の「MYパーパス」を起点に、個の力を最大限に発揮しながら
突き進んでいく。これこそが私が考えるＳＯＭＰＯらしいパー
パス経営です。このＳＯＭＰＯらしいパーパス経営によって、
マルチステークホルダーのハピネスに貢献するさまざまなイ
ノベーションを生みだす企業グループになることを目指して
います。
　

はじめに
世界は今、VUCA（Volatility, Uncertainty, Complexity, 

Ambiguity）の真っただ中にあります。異常気象や激甚自然
災害の常態化、AIの急速な進展、ロシアによるウクライナ侵
攻を契機とするエネルギー資源の高騰、新型コロナウイルス
感染症など、過去の延長では考えもおよばないことが立て
続けに起こり、私たちの生活に大きな影響を与え続けていま
す。1年先どころか数か月先すら見通すことが難しく、さらに
混迷が深まっています。
このような時代だからこそ、私たちには、考えることをやめ
立ち止まるのではなく、一人ひとりが自ら能動的に考え、変化
に対しても柔軟に対応し、多くの課題を乗り越えていくこと
が求められていると思います。主体性を持った個人やその集
合体である組織が国や社会のあるべき姿を考え、たとえ小さ

くともイノベーションに挑戦することで幸福度の高い社会を
目指す。こうした社会を私は「生活者共創社会」と呼び、さま
ざまなステークホルダーとともに実現を目指したいと思って
います。
生活者とは働き手であると同時に家族の一員、消費者な
ど多面的な役割や立場を持つ個人だけでなく、個人の集合
体である組織をも含む概念です。企業は「生活者共創社会」
の一員として、社会のあらゆるステークホルダーの「ハピネ
ス」という多面的な価値の創出に取り組むべく、組織や人材
のダイバーシティを高め、より多くのイノベーションを生み出
していくことが求められます。その前提となるのが、違いを許
容し個人を尊重するインクルージョン（包摂性）であり、そして
インクルージョンの根底にあるのが「パーパス」であると私は
考えています。
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ます。これを自社だけではなく介護業界に広げていきます。
そしてこのサービスを介護業界のデファクトスタンダードと
し、日本で2040年に69万人にまで広がると言われている
介護需給ギャップの解消を目指します。そして、あらゆる人
が介護を受けられる未来社会の実現に貢献していきます。
当社では『egaku』によって解消できる介護の需給ギャッ
プを22万人と見込んでおり、これにより創出するGDP換算
の社会価値を3.7兆円と試算しています。世界で見ても、介
護需給ギャップの解消に資する効果的なソリューションを私
は聞いたことがなく、ＳＯＭＰＯが日本だけでなく世界の課
題解決に自信を持って取り組んでいきます。そして多くの高
齢者を支え、介護の未来を変えるというＳＯＭＰＯにしかで
きない価値創造を着実に進めることで、企業価値を高めて
いきます。

「なくてはならない」存在と 
なるために
最後に、中期経営計画について触れたいと思います。
国内損害保険会社2社の経営統合を機に2010年に持株
会社を設立して以降、“安心・安全・健康のテーマパーク”とい
う世界に類を見ないユニークな事業モデルを確立し「なくて
はならない」存在となるために、精力的にトランスフォーメー
ションを進めてきました。主力事業である保険については、国
内損害保険会社、生命保険会社の統合による収益力向上に
加え、海外保険会社の大型買収を通じたグローバルプラット
フォームにより、さらなる成長とレジリエンスを実現するポー
トフォリオの構築を図ってきました。さらには、2015年の介護
事業への本格参入や2016年からの積極的なデジタル投資、
パランティアという強力なパートナーの獲得など、“安心・安
全・健康のテーマパーク”の実現に向けた事業基盤構築も着
実に進めてきました。
このように築き上げてきた基盤を土台に、「“安心・安全・健
康のテーマパーク”の具現化」を到達点に掲げたのが2021

年度からの3年間の中期経営計画です。
パーパス実現に向けた3年間と位置づけ、グループ一丸と
なって取組みを進めた結果、海外保険事業はグループの成
長ドライバーとなり、テーマパーク実現を推し進めるために不
可欠となる強固な財務基盤をもたらす存在となりました。ま
た、ＳＯＭＰＯの強みでもある多様な事業から生み出される豊
富なリアルデータが、『egaku』という大きな社会価値を創出
する新事業として具現化しました。数値目標については一過

性の要因により2022年度の修正連結利益は計画値に届き
ませんでしたが、2023年度末には過去最高益となる2,800

億円、修正連結ROEは10%の達成を見込んでいます。CEO

として10年以上にわたって進めてきたテーマパーク構想の
成果に大きな手応えを感じています。
しかし、ＳＯＭＰＯがテーマパークを実現し、真に「なくては
ならない」存在になれたかというと、私はまだ十分ではなく、
追求し続けていかねばならないと考えています。私はグルー
プCEOとして、グループCOOの奥村さんとともに、ＳＯＭＰＯ 

ならではのパーパス経営を加速し、インクルージョンを前提
に人材のダイバーシティをさらに進め、データ・デジタルを最
大限に活用し、社会課題解決につながる新たな価値を創出
し続ける。そのような企業グループへの変革に取り組みま
す。そしてＳＯＭＰＯを世界に類を見ないユニークな価値を提
供する「なくてはならない」存在にしていきます。

起点となる「MYパーパス」

「MYパーパス」とは働く意義や生きる目的ともいうべきもの
で、個人の経験や価値観といった内面的なところから湧き上
がってくるものです。ＳＯＭＰＯの社員は、「保険を通じて笑顔を
増やしたい」（損害保険）、「最高の思い出を作れる場所を提供し
たい」（介護）といった、さまざまな「MYパーパス」を持っていま
す。そしてそれぞれがＳＯＭＰＯのパーパスと重ね合わせること
で、内発的動機にもとづきパーパス実現に向けたチャレンジを
繰り返す。そのような企業文化への変革を目指しています。
そのために何より重要なのが、経営トップ自らが自身の言葉
で語り社員と対話することと考え、私自身、2021年から継続的
にタウンホールミーティングを開催しています。世界中のＳＯＭ
ＰＯグループの社員(累計約2.5万人)とMYパーパスを語り合
い、ＳＯＭＰＯらしいパーパス経営の目指す姿を伝えてきました。
さまざまな事業や国・地域の社員が互いのMYパーパスと会社
のパーパスについて語り合うことで、互いに刺激を受け明日へ
の活力を得るという試みは、ＳＯＭＰＯだからこそできることであ
り、グループのトップとして今後も精力的に行っていきます。
そして、ＳＯＭＰＯらしいパーパス経営をやり抜くため
にはチャレンジの総量を増やすことが何より重要です。
2022年から世界のＳＯＭＰＯグループの社員を対象とした 

「ＳＯＭＰＯアワード」を開始しました。失敗を恐れずMYパー
パスにもとづくチャレンジを繰り返す、そのようなカルチャー
への変革を目指したグループ横断の表彰制度です。「介護が
価値のある素晴らしい仕事であることを伝えたい」という想
いからチームを結成して取り組んだＳＯＭＰＯ流子ども食堂
プロジェクトや、「誰もがワクワクする社会を実現したい」とい
う想いから生まれた視覚障がい者向けの遠隔サポートサー
ビスの開発など、初年度にもかかわらずMYパーパスを起点
とした素晴らしい取組みが1,000件近く集まりました。MY

パーパスにもとづくチャレンジを自ら語り、それを褒め称え合
う。そのことが世界中のＳＯＭＰＯの社員の共感を呼び、そし
て互いにつながりあうことで、チャレンジの輪が広がり、イノ
ベーションが加速していくことを期待しています。

企業価値につながる 
未実現財務価値

未実現財務価値の向上

パーパス経営の土台となるこのような取組みはいわゆる
「非財務」と言われます。確かに直接的に財務価値をもたら
すものではないかもしれませんが、中長期的には財務価値や
企業価値につながるはずです。また企業が創出する社会価
値の視点で言えば、より大きな社会課題解決に取り組み、価
値を提供していくことがステークホルダーからの期待であり、
それこそが企業としての存在意義であると考えています。企
業の立場からすると、このような「非財務」と言われる取組み
をどのようにビジネスにつなげ企業価値を高めていくのか、
また自社がチャレンジする社会課題や自社ならではの社会
価値とは何かをもっと雄弁にかつエビデンスベースで語って
いくべきです。そしてそのことが企業価値を押し上げていく
ものと信じています。
当社では、このような取組みの結果、中長期的に財務価
値・企業価値につながる価値を「未実現財務価値」と呼んでい
ます。そして、これらが財務価値・企業価値につながることを
エビデンスベースで確認しながら、その総量を増やしていき
ます。実際にダイバーシティが進んだ組織の社員のエンゲー
ジメントが高いことや、エンゲージメントの高い組織の業績
が良いことなどについて、当社ではさまざまな指標を測定し
相関関係を分析し、これらがどのような経路で財務価値や企
業価値につながっていくかを社内外に示しています。

介護リアルデータプラットフォーム『egaku』
が創出する社会価値

ＳＯＭＰＯならではの大きな社会価値を創出する取組みの
1つが、2023年度から事業化した介護リアルデータプラット
フォーム（RDP）『egaku』です。少子高齢化がもたらす介護
現場の需給ギャップの拡大は、日本では2040年までに介護
崩壊をもたらし、海外においてもいずれ同様の事態が訪れ
るという見方もあります。『egaku』は、施設入居者の日々
のバイタルなどのリアルデータを可視化・解析することで一
人ひとりにとっての最適なケアを実現するものです。介護
現場における生産性や品質を高め、人にしかできない温か
みのあるサービスへの注力を可能とし、職員の時間創出や
働きがい・エンゲージメントの向上といった効果も生み出し

グループCEOメッセージ
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グループCOOメッセージ

厳しい環境を直視する
昨年4月にグループCOOに就任して以降、ＳＯＭＰＯの
パーパスを実現し持続的な成長を遂げるため、グループの置
かれた経営環境を正しく冷静に認識し、厳しい現実を直視で
きているかを常に自問自答し続けています。
まず、受け止めなければならないのは、マザーマーケットで
ある日本における人口動態です。日本では史上初めて恒常
的な人口減少に直面しています。実際、日本の人口は2008

年の約1億2,800万人をピークに減少していますが、2023年
は約１億2,460万人と、その減少率はわずか2.6％となってい
ます。そのため、人口減少を実感している方は多くはないかも
しれません。一方で、出生者数の減少は顕著です。私が生ま
れた1965年は約182万人でしたが、2022年は80万人を割

り込み史上最低となりました。ある調査によると、2056年に
は日本の人口は１億人を割り込み、2059年には出生者数が
50万人を下回る予測となっています。つまり今後日本は急激
な人口減少に確実に見舞われることとなります。
また、15～64歳の生産年齢人口も1995年の約8,716

万人をピークに2023年には約7,400万人、2050年には約
5,275万人に減少すると言われています。一方、65歳以上
の高齢者の割合は高まり続けており、2022年には28.9％に
至っています。つまり、働く人が減るため、支える人が増える、
経済も拡大基調というわけにはいかなくなるわけです。この
ような人口動態の変化をしっかりと受け止める必要があり、
これまでのような右肩上がりの人口・経済を前提としたビジ
ネスモデルにとどまっていてはならないと考えています。
次にグローバルな社会課題であり、リスクが顕在化してい

「あらゆる人が自分らしい人生を健康で豊かに楽しむ
ことのできる社会」を実現する。
そのために、私たち自身のレジリエンス・強靭性を
高めながら、変容するお客さまのニーズに応え、
お客さまから信頼されるグループにしていきます。

私たちＳＯＭＰＯグループの源流は、1888年に創業した日
本初の火災保険会社である東京火災です。火災が発生した
ら、保険という金銭的な補償を提供するだけではなく、だれ
よりも早くお客さまのもとに駆け付け、身を挺して火災から
お客さまをお守りしてきました。
このDNAは、135年もの時を超え、ＳＯＭＰＯのパーパスへ
と受け継がれています。
私たちは、“安心・安全・健康”をお客さまへお届けし、すべ
ての人が健康で豊かな人生を楽しむことのできる社会を実
現する。そのために、社会が直面する未来のリスクから人々
を守り、健康で笑顔あふれる未来社会を創り、多様性ある人
材やつながりにより、未来社会を変える力を育む。この３つの
価値を提供していきます。

グループCOO
取締役
代表執行役社長

奥村　幹夫

る気候変動です。次世代により良い社会を引き継ぐために
も、ＳＯＭＰＯが持続的な成長を遂げていくためにも、避けて
は通れない課題です。2022年も自然災害は猛威を振るい、
保険損害額は約18.5兆円と過去10年平均損害額の12.7兆
円を大きく超過しました。また、この自然災害激甚化の傾向は
30年前から毎年５～７％ずつ増加しており、この先も続いて
いくと考えられます。損害保険を主力事業とし、自然災害とい
うリスクから人々をお守りすることを期待されている当社グ
ループにとって、お客さまに安心をお届けするレジリエンス・
強靭性を高めるべくビジネスのあり方を考えていかねばなり
ません。
また、新型コロナウイルス禍によるサプライチェーンの寸断
やここ数十年では見られなかったレベルでのインフレーショ
ンが続いています。今年７月に日銀が発表した消費者物価指

数においても当初見通しを上回るなど、日本においても想定
以上の物価上昇が継続しています。長らくデフレが続いた日
本において、インフレが継続する経済環境を経験している人
は多くありません。そのようななかで、何を変えて何を変えな
いのかを、常に考え続ける必要があります。
そして、何よりも大事なことは、こうした環境変化に伴う
お客さまの価値観・ニーズの変容です。例えば保険の手続き
では、スマートフォンで数回クリックするだけで簡単に加入
できる保険や個人にカスタマイズした契約内容の説明をす
る動画など、顧客体験価値が飛躍的に高まっています。こう
したお客さまの期待値の進化や変容に応える新たなサービ
スを提供する必要があります。また、保険の手前で求められ
る予防・未病といったニーズも今後ますます大きくなると思
われます。

その実現には、まず社会の変化やＳＯＭＰＯグループの経
営環境を的確にとらえ、そして私たち自身のビジネスモデル
のあり方や価値観に目を向け、真摯に受け止めることが不
可欠であると考えています。私はグループの最高執行責任
者として、未来志向で私たちができることを躊躇なく実行し、
企業としてのレジリエンス・強靭性を高めて、変容するお客さ
まのニーズにしっかりと応えられる、お客さまから信頼される 
グループにしていきます。
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これまでのビジネスモデルは、確かに機能してきました。し
かし、今後は、外部環境や前提が大きく変わるなか、過去の
成功体験をベースにしたビジネスモデルや価値観、仕事の進
め方では社会から必要とされる存在になれません。例えば、
企業同士の株式の持ち合い、同じ条件で複数の保険会社が
共同で保険引受を行うなどの業界慣行、そして何よりも私た
ち自身のメンタリティや企業文化など、見直していかねばな
らない課題が数多くあると認識しています。
このような現実や真実から目をそらさずに受け止め、お客
さまニーズの変化を的確にとらえ、そして具体的な対策を打
ち出していかねばなりません。私自身その先頭に立ってグ
ループの変革を牽引する覚悟を持って臨んでいきます。

これまでに取り組んできたこと
外部環境の変化に対応するために、現在の中期経営計画
において取り組んできたのが「規模の拡大」と「リスクの分散」
です。2010年のＳＯＭＰＯホールディングス設立以来、国内
損害保険事業がグループ収益の過半を稼ぎ出してきました。
ただ、人口相関性の強い損害保険事業においては、先ほど申
し上げたような人口が減少し続ける環境下では、いずれ成
長が止まる状況に直面する可能性があります。そのため、国
内損害保険事業における収益構造改革への着手に加えて、
成長期待の大きい海外保険マーケットへの積極的な経営資
源の投入や、高齢化が進むことで拡大が見込まれる介護マー

ケットに参入するなど、グループの収益構造、事業ポートフォ
リオの見直しを進めてきました。
この取組みは、ある程度結果として表れてきました。海外
保険事業を中心に大きく成長し、ＳＯＭＰＯホールディングス
設立の2010年には約1.9兆円だったグループの収入保険料
は2022年度には約3.6兆円へ２倍弱に増加しました。また、
修正利益に占める海外保険事業の割合は、現中期経営計画
開始前の2020年度の約15％から2022年度には約43％へ
上昇するなど、「規模の拡大」と「リスクの分散」は一定の効果
をあげたと自負しています。
拡大が見込まれている日本のシニアマーケットにおいて、 

ＳＯＭＰＯグループは介護の居室数１位のポジションとなって
います。また、介護施設や在宅事業所の拡大、品質を伴った
介護業務の生産性向上によって入居率が向上し、お客さまか
ら選ばれている手応えを感じており、2023年度の売上高は
中期経営計画における計画値を上回る見込みです。
私自身、介護事業の責任者を務めた経験を通じて実感し
たことが２つあります。１つは、介護事業が保険では実現する
ことが難しかったお客さまとの日常的な接点を持てる価値の
あるビジネスであるということ。もう１つが介護の需給ギャッ
プ、すなわちケアを必要とする高齢者の増加にケアに携わる
職員が追いつかないという社会課題の深刻さです。これは
まさに国家の危機ともいえるものであり、日本だけの問題で
はなく、いずれは他の先進国も直面すると予想されており、 
ＳＯＭＰＯが向き合い、解決を目指さなければならないものと
考えています。
その想いを実現するソリューションとして開発されたのが

『egaku』です。『egaku』によって、介護施設入居者の健康
状態が可視化され、介護を必要とする高齢者の必要なサポー
トを予測することが可能となります。このソリューションによ
り、適切なサービスを提供できるだけでなく、介護現場にお
ける職員の負担が軽減されます。結果、品質を伴った生産性
向上や介護職員のエンゲージメントの向上といった効果が期
待され、ひいては介護需給ギャップの解消にも貢献すると考
えています。
『egaku』は、介護利用者などから得られる「データ」と世
界有数のデータ解析企業であるパランティアをはじめとする
当社パートナーの「テクノロジー」によって開発されました。こ
の「データ」と「テクノロジー」を活用してお客さまの真のニー
ズに応えていく。これを戦略として落とし込んだものがリアル
データプラットフォーム（RDP）であり、その第一弾として事業
化したのが『egaku』です。
今後は、介護事業だけではなく、グループのさまざまな事
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業において「データ」と「テクノロジー」を活用しながらお客さ
まのニーズに応えていきます。お客さまからデータをいただ
いて、ニーズをしっかりと把握し、新たなサービスを開発・提供
していく。そのような価値を提供できるプラットフォームを構
築していきます。

新たな価値創出への挑戦
繰り返しになりますが、お客さまのニーズにしっかり応えて
いくためには、私たち自身も変わっていかなければなりませ
ん。組織や制度、ビジネスモデルを見直し、お客さまのニーズ
に真摯に向き合い、迅速な意思決定ができる体制を構築する
ことが必要です。また、多様な声やニーズに応えられるような
ダイバーシティ&インクルージョンが組織に根付いているこ
とも不可欠です。そして、本社から現場に至るすべての役職
員が、お客さまをはじめとするステークホルダーの声に耳を
傾け、私たちに求められていること、あるべき姿について主体
的に考え、それぞれの組織の中で声を上げていく。そのよう
な企業文化に変えていくことが何より重要です。ＳＯＭＰＯグ
ループが持続的な成長を遂げるためにも、環境変化に対す
る耐久性を高め、強靭でしなやかな組織を作るという広い意
味でのレジリエンスの強化に取り組んでいきます。
財務面においては、先ほど申し上げた規模と分散に加え
て、コングロマリット・プレミアムの創出を掲げ、国内損害保
険事業と海外保険事業が一体となって協業することで資産
運用益の向上を実現するなど一定の成果をあげてきました
が、まだまだできることは多くあります。
キーワードは「つなぐ・つながる」です。
海外保険事業は国内損害保険事業に迫る規模にまで成長

し、グループ全体での収入保険料は、すでにグローバルでも
トップクラスを狙える水準となりました。この２つの事業が強
固につながることで、保険引受における専門性を高め、最適
な引受リスクの保有やオペレーションの最適化によって効率
性を向上させ、グローバルベースでの商品提供などを実現す
ることで、損害保険事業のさらなる成長が可能となるはずで
す。今後は、グローバルな規模の損害保険グループとして、
お客さまのリスクを適切に評価し、最適な補償を提供し、さま
ざまなリスクから人々を守るために、さらなるレジリエンス向
上を実現していきます。
また、健康の領域においても、グループの事業間をつ
なぐことで、より効果的に取り組むことができると考えて
います。１人でも多くのお客さまが１日でも長く健康でい
られる、つまり健康寿命の延伸については、現在、国内

生命保険事業の『 Insurhealth®』を通じて支援していま
す。また、介護の需給ギャップの解消に対しては介護・シ
ニア事業が『egaku』を通じて貢献しようとしています。
今後は生命保険と介護という２つの事業の持つこれらの
サービスをつないでいきます。そこにテクノロジーを活用
してお客さまから頂戴したデータをつなぎ、さらには、健
康を応援するさまざまなパートナーのサービスをつない
でいきます。事業と事業をつなぎ、テクノロジーとデータ
を使ってお客さまやステークホルダーとつながっていく。 
そしてお客さまのライフステージごとに変わっていく行動・
ニーズに対してグループのソリューションを提供していく。そ
のためにお客さまからいただいたデータをＳＯＭＰＯグルー
プが提供する損害保険、生命保険、ヘルスケアといったさま
ざまなサービスにつなげて、お客さまに健康になっていただ
くための行動をサポートし、年齢を重ね介護が必要になるよ
うであれば、質の高い介護サービスを提供させていただく。 
このように、お客さまの人生の伴走者ともいえる存在に進化
させていきたいと考えています。
これからも経営環境やお客さまのニーズは変わり続けてい
くと思いますが、私はＳＯＭＰＯグループが直面している現実
や不都合な真実から目を背けるのではなく、むしろこれらを
機会ととらえて成長につなげていけるよう変革を主導してい
きます。そして、何よりも重要なステークホルダーの皆さまか
らの信頼をベースに、グループの企業価値向上とＳＯＭＰＯ
のパーパスの実現にまい進してまいります。
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